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 今週、東京の有明にある広域防災拠点施設で開催された内閣官房の病院船に関するワークショ

ップに参加しました。民間フェリーを活用して災害時の医療を行うというプロジェクトの図上訓練を

行うというイベントでした。内閣府をはじめとして各省庁、地方公共団体、民間フェリー会社、DMAT

や赤十字等の医療関係者が多数参加していて、充実したイベントとなりました。想定は、北海道で

大規模地震・津波が起こったというもの。船舶関係の有識者として参加しましたが、なかなか勉強に

なりました。10月には室蘭港に停泊する津軽海峡フェリーの船上での訓練も行われます。 

 今年 1 月の能登大震災時には、「ナッチャン WORLD」と「はくおう」の 2 隻の大型フェリーが七尾

港で被災者の支援にあたりましたが、被災地に近い輪島港と飯田港には日本財団がチャーターし

た小型カーフェリー「フェリー粟国」が入港して救援物資を届けています。 

 南海トラフの地震の可能性も大きいので、フェリーを活用した救援物資輸送、医療活動、医療関

係者・救援人員・病人の搬送等がますます重要になってきています。 

 年度末には本プロジェクトの報告書も発行されると思いますので、またご紹介します。 

 

 さて、いつもの通り日帰りで東京に行き、会場までのゆりかもめの車上から MSC ベリッシマの姿を

眺め、またテレコムセンター駅横の青海フロンティアビル 20階にある TOKYO ミナトリエで、展示品

と東京港の眺望を楽しむことができました。 

 
関西空港を飛び立った東京行の飛行機は、大阪湾上を旋回しながら高度をあげていきます。神戸港上空では入

港中の宮崎カーフェリーの「フェリーたかちほ」の姿が遠望できました。 



 
東京国際クルーズターミナルには「MSC ベリッシマ」が着岸していました。保存船「宗谷」が一緒にファインダーに

収まりました。隣の「船の科学館」は解体工事が始まっているようでした。筆者は、11 月に、同船のジャパネット主

催の日本一周クルーズに、このターミナルから乗船の予定です。 

 

 
TOKYO ミナトリエは、東京都港湾局によって運営されていて、無料で見ることができます。 



 
TOKYO ミナトリエの館内案内図です。 

 
TOKYO ミナトリエから「MSC ベリッシマ」を望みました。ガラスの反射があって、あまりよい写真にはなりませんでし

た。 



 
眼下に青海のコンテナ―ターミナルが望めました。 

 
RORO船埠頭に停泊する琉球海運の RORO貨物船「わかなつ」です。 

 

 


